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会 議 の 概 要 

開会　１４時５３分 

 

開 会 

教 育 長（岸正博君）出席委員、全員でありますので、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第１４条第３項の規定に基づき、会議は成立いたします。 

　　それでは、ただいまより令和８年第９回藤岡市教育委員会定例会を開会します。 

　　初めに、議事録署名人の指名を行います。藤岡市教育委員会会議規則第２０条第１項

に基づき、小島書記を指名します。 

 

 

日程第１　第８回定例会の議事録の承認 

教 育 長（岸正博君）日程第１、第８回定例会の議事録の承認についてですが、各委員に

おかれましては、訂正箇所等がありましたらお願いします。 

委員一同　なし。 

教 育 長（岸正博君）第８回定例会の議事録を承認することで、よろしいでしょうか。 

委員一同　異議なし。 

教 育 長（岸正博君）第８回定例会の議事録は承認されました。 

 

 

日程第２　教育長の諸報告 

教 育 長（岸正博君）日程第２、教育長の諸報告についてですが、私から報告します。 

　　最初に教育総務課です。 

　学校体育館への空調設備を設置する工事の進捗です。他校に先駆けて空調稼働が可能

な小野中学校では、夏季休暇中の部活動において、すでに空調設備を使用し、快適な環

境で練習を行っています。また、小野中学校体育館の半面を使用して他の中学校が練習

を行うなど、学校間で協力して部活動を行っています。教育委員の皆様にも体育館の空

調設備を視察していただくため、来月の定例会の日程に合わせて予定していますので、

詳細については後ほど事務局から説明します。 

 

次に学校教育課です。 
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小中一貫教育に関しては、夏季休業中に各中学校区で教職員の合同研修会を開催し、

連携の質をさらに高めています。 

コミュニティ・スクール関係では、各学校運営協議会がより主体性を発揮し、小中学

生の合同会議に参加するなど、地域と学校の結びつきを深めています。 

また、７月２７日から４日間にわたり、中学生を対象とした藤岡市算学塾を開催しま

した。市内中学校の数学教員による、数学のおもしろさを実感できる授業に加え、今年

度も藤岡中央高校の生徒がボランティアとして参加するなど、多くの方々の協力により、

充実した取組となりました。 

最終日には、早稲田大学教師教育研究所招聘研究員の滝井章先生による特別授業を実

施しました。今年度は、滝井先生の授業を参観した市内教員も参加し、考える楽しさを

広げるための授業研究交流会を併せて開催するなど、指導の充実を図りました。 

国際交流の分野では、８月２日から１２日まで、カナダ・リジャイナ市へ市内中学生

２５名を派遣し、ホームステイを実施しました。異国の文化を肌で体感した生徒や指導

者が帰国し、今回の交流を通じて得た学びや成果とともに、支えていただいた方々への

感謝の気持ちを述べていました。本日は、その学びや成果を市長に報告する帰国報告会

を実施しました。 

また、８月８日には、ラジオパーソナリティの内藤聡氏が代表を務める株式会社ボン

ジーアと連携協定を締結しました。本件については新聞紙上等でも大きく紹介されたと

ころです。来年度開校予定の学びの多様化学校において、ミツバチを活用した自然環境

教育を行うなど、民間等との連携を図りながら、魅力ある教育環境の整備に努めてまい

ります。 

さらに、８月１９日から２１日まで、小学５・６年生を対象としたサマーイングリッ

シュチャレンジを実施しました。ＡＬＴが講師を務め、児童たちは英語を使ったコミュ

ニケーションの楽しさを存分に味わいました。 

８月３１日からの２学期に向けては、長期休業明けの子どもたちの様子を細やかに注

視し、わずかな変化も見逃さず対応するよう指導しています。何か起こればいじめを疑

い、いじめと認知されれば重大事態を疑うということを徹底し、安心・安全な学校環境

づくりに万全を期してまいります。 

次に生涯学習課です。 

８月１日に、安中市松井田文化会館大ホールにおいて、少年の主張西部地区大会が開

催され、多野藤岡大会で最優秀賞を受賞した４名が出場しました。そのうちの１名が西

部地区大会においても最優秀賞を受賞し、９月１９日に県公社総合ビルで開催される県
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大会に出場します。 

４日には、青少年センター運営協議会が開催され、今年度の青少年センターの概要に

ついて協議し、了承されました。運営方針に基づき、青少年の健全育成に取り組んでま

いります。 

８日には、関孝和先生顕彰第１９回藤岡市小学生珠算大会が開催され、３年生から６

年生までの３３名が参加しました。 

１９日には、ユネスコ国際理解バス研修会に中学生２４名が参加し、ＪＩＣＡ地球ひ

ろば及び駐日マレーシア大使館を訪問して、国際理解・国際協力について学びました。 

７月の総合学習センターの利用状況は、文化施設利用が２４８団体、３，１００人、

体育施設利用が１７９団体、１，８８０人で、合計４２７団体、４，９８０人でした。 

次に文化財保護課です。 

藤岡歴史館では、夏季企画展に関連した体験講座「まが玉をつくろう」を８月２日に

開催しました。当日は、小学生１２名、中学生２名、高校生以上２名の計１６名が参加

し、常設展示室で本物の資料を見ながら解説を聞いた後、材料となる石を削って磨き、

それぞれオリジナルのまが玉を作りました。参加者を対象にアンケートを実施したとこ

ろ、解説の内容については、小学生から「ちょうどよかった」との意見がありました。

また、希望する体験については、「埴輪づくり」や「土器づくり」といった意見もあり

ましたので、今後の事業の参考としてまいります。 

世界遺産関係では、８月３日に高山社跡史跡整備委員会を開催しました。昨年度から

現在までの整備工事の経過と周辺の開発について報告し、今後の工事の方向性や、その

後の活用方針などについて、専門委員からご意見をいただきました。 

埋蔵文化財関連では、保美地区の発掘調査で奈良・平安時代の集落が見つかっていま

す。これまでほとんど調査記録のなかった保美地区の歴史が、少しずつ明らかになって

きています。また、西部工業団地の発掘調査では、平安時代の集落と製鉄炉の遺跡が見

つかっています。これは、すぐ脇の上信越自動車道の発掘調査で見つかった遺跡と同様

の内容であり、製鉄が広い範囲で行われていたことがわかってきました。 

７月の高山社跡及び藤岡歴史館の入場者数は、高山社跡が６８９人、藤岡歴史館が５

８３人でした。 

また、デジタル博物館の７月のアクセス数は３，７３７件でした。 

次にスポーツ課です。 

大会関係では、７月２６日、８月２日、１６日に第７３回藤岡市町内対抗軟式野球大

会、８月１日、８日、９日に第８６回上武軟式野球大会の計２大会が開催され、延べ３
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８７人が参加しました。 

教室関係では、８月４日に小学生バスケットボール教室、１２日に健康・体力づくり

教室（中期）、２０日に初心者ソフトテニス教室の計３教室を開講し、４月から継続し

ている陸上教室とあわせて、延べ１６１人が参加しました。 

最後に学校給食センターです。 

８月６日、群馬県教育委員会健康体育課主催の学校給食衛生管理研修会に、栄養教諭

ほか３名が参加しました。 

研修会では、近年の食中毒発生事例や傾向から予防と対策のほか、令和８年４月１日

から新たにアレルギー表示が義務化されたカシューナッツを例に、食物アレルギーを正

しく理解することの大切さを学びました。 

２学期の学校給食は、９月１日より開始します。 

　　以上、教育長報告といたします。 

教 育 長（岸正博君）ただいまの諸報告について、ご質問がありましたらお願いします。 

委員一同　なし。 

教 育 長（岸正博君）質問もないようですので、教育長の諸報告を終わります。 

 

 

日程第３　議案第３５号　市議会提出議案「令和８年度藤岡

市一般会計補正予算（第２号）」

（教育費）に同意することについ

て 

教 育 長（岸正博君）次に、日程第３、議案第３５号、市議会提出議案「令和８年度藤岡

市一般会計補正予算（第２号）」（教育費）に同意することについては藤岡市情報公開

条例第６条第３号に該当いたしますので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

１４条第７項ただし書及び藤岡市教育委員会会議規則第１７条ただし書の規定により、

議事を非公開といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

委員一同　異議なし。 

教 育 長（岸正博君）異議がないようですので、本案件については非公開といたします。 

それでは事務局より議案第３５号について説明をお願いします。 

教育総務課長（山下由希子君）議案第３５号について朗読及び概要を説明する。 

（説明内容）議案第３５号　令和８年度藤岡市一般会計補正予算第２号について、ご説明

申し上げます。 
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令和８年度藤岡市一般会計補正予算（第２号）につきましては、令和８年９月１日開

会予定の令和８年第４回藤岡市議会定例会へ提出される予定でございます。これに伴い、

令和８年８月３日付けで、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に

より、補正予算案のうち教育費について市長から教育委員会に対して意見を求められて

おりますので、本日の定例会でご審議いただくものでございます。 

別冊の「令和８年度藤岡市一般会計補正予算（第２号）（教育費）」により、ご説明

いたします。 

初めに、今回の補正予算の概要をご説明いたします。第１０款教育費の２２億６，８

８７万７千円に歳入歳出それぞれ４，４５０万３千円を追加し、総額を２３億１，３３

８万円とするものでございます。第１項教育総務費では、２１５万７千円、第２項 小

学校費では、２，６４２万３千円、第３項中学校費では、１，３３６万３千円、第５項

社会教育費では、１６９万４千円、第６項保健体育費では、８６万６千円をそれぞれ追

加するものであります。詳細について各課長より説明いたします。 

　それでは、教育総務課からご説明いたします。ページは１ページから２ページです。 

まず第１項教育総務費の教育庁舎管理事業第１０節需用費、光熱水費１３２万８千円

は、教育庁舎及び総合学習センターの電気料金について、燃料費等の高騰により４月使

用分から市場価格調整額が急激に高騰し、当初見込んだ予算に不足が生じるため補正予

算にて対応するものです。なお、第２項小学校費の小学校施設維持管理事業、第１０節

需用費、光熱水費１,８５８万６千円と、第３項中学校費の中学校施設維持管理事業、

第１０節需用費、光熱水費１,２３７万６千円の補正についても、同様の理由により各

小中学校の電気料金に不足が生じるためです。 

次に、第２項小学校費の小学校施設維持管理事業、第１２節委託料４４４万３千円と、

第３項中学校費の中学校施設維持管理事業、第１２節委託料９８万７千円については、

特定外来生物クビアカツヤカミキリによる被害拡大により、被害を受けている樹木は落

木や倒木の恐れがあり、児童生徒及び教職員の安全確保のために至急伐採する必要があ

るため、補正予算にて対応するものです。 

次に、第２項小学校費の小学校施設維持管理事業の第１３節使用料及び賃借料６千円

は、閉校に伴い減額していた旧日野小学校の電話機リースについて、令和９年４月から

旧日野小学校跡地に学びの多様化学校を開校することに伴い、リースを継続するための

予算です。 

最後に、第１４節工事請負費３３８万８千円については、令和９年４月から旧日野小

学校跡地に学びの多様化学校を開校することに伴い、集会室として使用する広い部屋を
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設置するための工事が必要であることや、その他開校に伴い必要な工事を行うためです。 

教育総務課の説明は以上です。 

学校教育課長（佐藤淳君）３ページをご覧ください。学校教育指導費についてご説明いた

します。 

まず歳入ですが、２３万６千円の補正となります。これは、文部科学省のいじめ対策

不登校支援等総合推進事業に係る国庫補助金でございます。 

令和９年４月に旧日野小学校跡地へ開校を予定している学びの多様化学校に向けた準

備費用のうち、先進地視察に係る経費や、プレイルーム設置のための備品購入費等に充

てるものでございます。 

次に歳出でございます。初めに、学校教育指導事業の職員旅費として２４万３千円を

補正いたします。これは、学校再編検討委員会での検討にあたり、先進地視察として施

設分離型義務教育学校である鳥取市立鹿野学園を視察するための旅費でございます。 

次に、学びの多様化学校開校準備事業として５２万６千円を補正いたします。内訳と

いたしましては、消耗品費が３万円、施設備品購入費が４９万６千円でございます。こ

れは、学びの多様化学校のプレイルームに必要な備品や消耗品を購入するもので、具体

的には、子どもたちがリラックスして過ごせるよう、バランスボールやポップアップテ

ント、ターゲットゲームなどを整備するものでございます。 

最後に、通級指導事業の費用弁償として６万円を補正いたします。これは、通級指導

教室の教員助手として任用した会計年度任用職員の通勤手当に不足が生じるため、その

増額を行うものでございます。 

以上で説明を終わります。 

生涯学習課長（塚本健次君）続きまして、４ページが生涯学習課の補正予算になります。 

第５項、社会教育費、第１目、社会教育総務費で１５８万円の増額となります。内容

は、正職員 1 名が４月末で退職したことに伴い、５月から会計年度任用職員 1 名を雇用

したことと、当初予算に計上した２名の会計年度任用職員が３月及び６月に退職し、新

たに４月及び７月に雇用したことによる報酬、手当の補正となります。 

次に、第３目青少年対策費で１万４千円の増額となります。内容は、会計年度任用職

員が４月から駐車場の使用を開始したため、費用弁償として駐車場手当を増額するもの

となります。 

スポーツ課長（神保歩君）続きまして、５ページがスポーツ課になります。 

令和８年４月７日に特定非営利活動法人神流川スポーツクラブから、本市のスポーツ

振興のために活用してほしいという申し出がありまして、４万５，５５５円の寄附を受
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けましたので、補正予算に計上し、第６項保健体育費、第１目、体育振興費へ充当を行

うものとなります。 

学校給食センター所長（木島尚美君）続きまして、６ページをご覧ください。 

第２目、学校給食費、学校給食センター運営事業につきまして、８６万６千円の増額

補正をお願いするものでございます。１０節需用費、消耗品費６３万５千円の増額です

が、給食の副菜を配膳する際に使用するおたま等不足分の購入費用となります。６月以

降ビニール製品が約３０％値上がりしたことを機に、使い捨てビニール手袋の使用をや

め小学校でも中学校と同様におたま等で副菜の配膳に変更し、ビニール製品の使用削減

を図ります。 

１２節委託料、清掃委託料２３万１千円の増額ですが、調理場内の空調設備清掃にか

かる人件費や機材などの費用が当初予算の見込額から値上がりしたため、増額補正をお

願いするものでございます。 

ふじまる課長（渕田眞由美君）続きまして、７ページのふじまる課です。 

第５項社会教育費、第６目図書館費、第１７節備品購入費、図書等購入費の 1０万円

ですが、令和８年３月にヨシモトポール株式会社より、１０万円受領した指定寄附金を

増額するものです。子どものための図書の充実を目的とする指定寄附金のため、児童書

を購入します。 

教育総務課長（山下由希子君）以上、令和８年度藤岡市一般会計補正予算（第２号）（教

育費）の説明を終わります。 

教 育 長（岸正博君）ただいま、事務局より議案第３５号について説明がありました。 

　　ご質疑又はご意見がありましたらお願いします。 

教 育 長（岸正博君）秋谷委員。 

委　　員（秋谷雅文君）１ページ２ページの小学校費と中学校費に光熱水費が計上されて

いますが、補正の理由は先ほど説明を聞いて燃料費や電気料の値上がりが原因というこ

とがわかりましたが、そういうことになると、これ以外の総合学習センターとか藤岡歴

史館とかの施設にも補正が必要かと思われますがいかがでしょうか。 

教 育 長（岸正博君）教育総務課長。 

教育総務課長（山下由希子君）総合学習センターと教育庁舎は予算が一緒となっておりま

すので、総合学習センターの光熱水費も今回の補正に含まれております。 

教 育 長（岸正博君）秋谷委員。 

委　　員（秋谷雅文君）藤岡歴史館はどうでしょうか。 

教 育 長（岸正博君）文化財保護課長。 
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文化財保護課長（井上勉君）藤岡歴史館についてお答えいたします。毎年年度後半に補正

することがございますが、今のところ補正はありません。不足した場合には１２月補正

等で補正等をしていきたいと考えております。 

委　　員（秋谷雅文君）ちょっとお伺いしますが、３ページ４ページに費用弁償とありま

すが、出張旅費という解釈で良いのか、それとも本人が出張する際に最初に出張伺いを

書いて自分で仮払金的に支払っておいて後でいただくということなのか、この費用弁償

というものはどういうものですか。 

教 育 長（岸正博君）学校教育課長。 

学校教育課長（佐藤淳君）会計年度任用職員の通勤手当となります。当初予算を要求した

時の職員と実際に採用する職員との通勤距離が違うことがあります。今回は勤務地から

の距離が遠くなったため補正をするものです。 

教 育 長（岸正博君）貫井委員。 

委　　員（貫井真由美君）教育費の中の樹木伐採委託料ですがクビアカツヤカミキリの被

害は藤岡市内でも出ているのですか。 

教 育 長（岸正博君）教育総務課長。 

教育総務課長（山下由希子君）小中学校でも被害が出ており、樹木を伐採しております。 

他の施設でも被害は出ております。 

教 育 長（岸正博君）藤田委員。 

委　　員（藤田恵子君）樹木伐採の件ですが、４４４万円というと調査から伐採して片付

けまでの予算ですか。 

教 育 長（岸正博君）教育総務課長。 

教育総務課長（山下由希子君）樹木を伐採するための予算です。 

教 育 長（岸正博君）藤田委員。 

委　　員（藤田恵子君）どの木を伐採するとかしないとかそういった調査はできているの

ですか。 

教育総務課長（山下由希子君）樹木の被害のほうは職員が確認を行っておりますので、樹

木を伐採して処分までの予算となっております。 

教 育 長（岸正博君）藤田委員。 

委　　員（藤田恵子君）藤岡市内のほとんどの小学校の樹木が対象となるのですか。 

教 育 長（岸正博君）教育総務課長。 

教育総務課長（山下由希子君）だいぶ被害が広がっておりますのでほとんどの樹木が対象

となると思われます。今回の補正予算では全ての被害樹木を伐採する予算ではありませ




